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「 令 和 6 年 度 ボ イ ラー 溶 接 士 免 許 試 験 公 表 問 題 及 び そ の 解 答 解 説 」
（ 2025 年 6 月 発 行） 正 誤 表  

 

発 刊 後 に 問 と 解 答 に 誤 り が あ っ た と 公 表 ( 2 0 2 5 年 7 月 11 日 )され まし た。 

該 当 の 公 表 問 題 及 び そ の 解 答 解 説 を 下 記 の 通 り 訂 正 い た し ま す 。  

頁  訂 正 箇 所  誤  正  

1 3 3  

問 1 3  

設 問  

（ 1） C

（ 3） C  

深 傷 試 験  探 傷 試 験  

〔 解 説 〕  下 記 の と お り 〔 解 説 〕 全 文 差 し 替 え  

1 5 5  

問 3 5  

〔 答 〕  （ ３ ） Ａ ,Ｃ ,Ｄ  （ ４ ） Ａ ,Ｄ  

〔 解 説 〕  裏 面 の と お り 〔 解 説 〕 一 部 訂 正  

問  1 3  

[解 説 ] 肉盛 り につ いて の 問 いで あ る 。  

 肉 盛 り 溶接 法 は、局部 的 な 腐食 や 摩 耗 など に よ る減 肉 箇 所 に 、溶 接

盛 金 を 施 す方 法 で あ る。こ のこ と を正 し く理 解 し ない で 乱 用 し 、そ の

結 果 、溶接 熱 によ り 大き な ひ ずみ を 生 じ たり 、修繕 部 に応 力 を 残 留 さ

せ た り す るこ と が あ るた め 、そ の採 否 に つ い て は 慎重 な 検 討 が 必 要 で

あ る 。  

 肉 盛 り 溶接 は 、 通 常次 の よ うな 手 順 で 行わ れ る 。  

①  肉 盛 り 部 は 、 健 全 な 地 肌 が 出 る ま で グ ラ イ ン ダ な ど を 用 い て 研 削

す る 。  

②  研 削 の 仕 上げ 面 は 、溶込 み 不 良な ど が 生 じな い よ う、緩 や か な 傾 斜

面 に 仕 上 げる 。  

③  肉 盛 り 面 を検 査 し 、割れ そ の 他有 害 な 欠 陥が な い こと を 確 か め る 。 

④  肉 盛 り の 範囲 を 明 確 にし て 、 溶接 す る 。  
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⑤  最 終 層 の 組織 を 改 善 する た め に余 盛 り を 行う 。  

⑥  余 盛 り は 、必 要 に 応 じて 板 面 と同 一 面 ま で平 滑 に 仕上 げ る 。  

⑦  探 傷 試 験 を行 っ て 、 修繕 部 に 有害 な 欠 陥 がな い こ とを 確 か め る 。  

 

した が っ て、 A：溶 込み 不 良、B：余盛 り 、C：探 傷試 験  で そ の 組 合

せ は 、 (3)で あ る。    

 

[答 ] (3) 

 

[ポ イ ント ] 肉 盛 り の必 要 性 、効果 及 び 放 射 線 検 査と 余 盛 の 高 さ 規 定

につ い て 覚え て お く こと 。 (溶 接 士 教本 P.46､47､51､71､90､99) 

 

問  3 5  

[解 説 ] ア ー ク 溶 接 作 業 時 に 生 じ る 健 康 障 害 に つ い て の 問 い で あ る 。 

溶接 作 業 中に 発 生 す るヒ ュ ー ムを 長 年 吸 うと 、・・ ・ 中 省 略 ・ ・ ・  

 し た が っ て 、B、C の 記 述 は 誤 り で あ る 。C に 関 し て は 亜 鉛 メ ッ キ 鋼  

板 や 黄 銅 の 有 害 成 分 は 亜 鉛（ Zn）・銅（ Cu）ヒ ュ ー ム で あ り 、鉛（ Pb）  

中 毒 に 結 び 付 け て い る 点 が 不 適 切 で あ る 。適 切 な も の は 、A、D で 、そ  

の 組 合 せ は  (4)で ある 。  

 

[答 ] (4) 

以 上  


